
 

 

（別紙３） 

農林水産省におけるリスクコミュニケーションに関する取組について 

最近（平成 20 年１月 12 日～平成 20 年３月 31 日）の実施状況 

  

１ 意見交換会等の開催状況 

（１）意見交換会等 

＜本省＞ 

■食品に関するリスクコミュニケーション 

（ＯＩＥコードの改正に関する意見交換会） 

２月４日 東京都（主催：農林水産省) 

・ ５月下旬に開催される国際獣疫事務局（ＯＩＥ）総会において予定されてい

るＯＩＥコードの一部改正について、我が国の対処方針を検討するにあたり、

消費者及び関連事業者等の意向を反映するため意見交換会を開催。 

・ 議論いただいた主なＯＩＥコード改正提案は、①コンパートメント（施設群

の清浄性認定）、②口蹄疫、③ＢＳＥ（貿易条件の見直し）で、リスクコミュ

ニケーションの意見を踏まえ、ＯＩＥへコメントを提出した。 

・ ラウンドテーブル方式により関係者間での意見交換が活発に行われた。また、

開催したことに対する評価は比較的高かった。 

 

■環境に配慮した病害虫の防ぎ方 

～総合的病害虫・雑草管理（ＩＰＭ）に関するフォーラム～ 

２月５日 岡山県（主催：農林水産省) 

・ 総合的病害虫・雑草管理（ＩＰＭ）について、消費者の方々にご理解いただ

くとともに、その推進を図るため、ＩＰＭ実践農業者をはじめ流通業者などの

関係者と交流を行う機会を設けた。 

・ 会場の出席者からは、流通において農産物がどのように扱われるのか、また

消費者はＩＰＭをどう感じているのかなどについて、質問や意見が出された。 

・ 会場のアンケート結果では、開催したことに対する評価は比較的高く、今後

も開催して欲しいとの意見も寄せられた。 
 

■見て！聞いて！植物検疫 ～海外の病害虫から日本の農産物を守る～ 

２月２０日 大阪府（主催：農林水産省) 

・ 植物検疫について理解を深めていただくため、神戸植物防疫所関西空港支所

の貨物検査場等の見学を行った後、意見交換会を開催した。 

・ 現場見学の出席者からは、実際に現場を見ることによって理解が深まった、

他の地域でも開催してほしい、などの意見・要望があった。また意見交換会に

おいては、現場見学を実施したことから会場の出席者からの発言も数多くあ

り、活発な議論が行われた。 

・ 会場のアンケート結果では、開催したことに対する評価は比較的高く、現場



 

 

見学とあわせて、今後も開催して欲しいとの意見も寄せられた。 
 

（参考）「消費者の部屋」特別展示（平成 20 年３月 17 日～21 日） 

消費者への情報提供のために 

～リスクコミュニケーションについて知りましょう～ 

・ 来場者数：３１１名 

・ リスクコミュニケーションへの関心を深めてもらうために、「リスクコ

ミュニケーションとは」、「リスクコミュニケーションを行う場合に気を

つけること」等についての解説や、平成 19 年度における農林水産省及び

関係府省の取組についてパネル展示するとともに、パンフレット等を配布

した。 

 

＜地方農政局、地方農政事務所、沖縄総合事務局＞ 

シンポジウムや意見交換会等の主催  平成 19 年４月～平成 20 年２月 1,619 回 
 

主な意見交換会等 

■安全な農産物を食卓へ（ＧＡＰ手法に関する意見交換会） 

１月 29 日 愛知県（主催：東海農政局） 

・ ＧＡＰ手法（農業生産工程管理手法）の必要性や普及の意義等について、

生産者だけでなく、消費者、事業者など様々な立場の方々の間で情報を共有

し、その重要性について理解を深めていただくため、意見交換会を開催した。 

・ パネルディスカッションでは、ＧＡＰ手法による安全性の確保やメリット

などについて意見交換が行われた。また、会場の出席者からは、多数あるＧ

ＡＰ手法の統一の要望などについて、質問や意見が出された。 

 

（２）その他 

地方自治体企画や各種団体企画の主な意見交換会や勉強会等への参加 

＜本省＞ 

■食品に関するリスクコミュニケーション 

－ＢＳＥ（牛海綿状脳症）問題を考える－ 

２月８日 茨城県水戸市（主催：茨城県） 
 

■日本における牛海綿状脳症（ＢＳＥ）国内対策に関する意見交換会 

２月９日 長野県松本市（主催：長野県） 

 

＜地方農政局、地方農政事務所、沖縄総合事務局＞ 

パネリストや講師の派遣       平成19年４月～平成20年２月 3,151回 

・ 農林水産省以外が主催する会議等へパネリストとして出席するほか、地方自

治体や学校、また民間企業からの要望に応じて、食品安全のほか、食育等に関

するテーマの出張講座などへ講師派遣を行い、情報提供に努めている。 



 

 

２ 意見募集の実施状況 

募集期間 案件名 

               
応募状況（通

数） 

 20. 1.17
～20. 2.15 

「飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律の規定
に基づき飼料添加物を定める件の一部改正案」及び「飼料及
び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部改正案」につ
いての意見・情報の募集 

０件 

 20. 1.18
～20. 2.16 

我が国への指定検疫物の輸入に関する要請についての検討

に係る標準的手続きを定める案についての

意見・情報の募集         

０件 

 20. 1.23
～20. 2.22 

アルゼンチン産レモンの生果実に係る農林水産大臣が定め

る基準を一部改正することについての意見・情報の募集 

０件 

 20. 1.24
～20. 2.22 

飼料等への有害物質混入防止のための対応ガイドライン案

についての意見・情報の募集 

０件 

 20. 2. 7
～20. 3. 7 

加工でん粉の食品添加物指定に伴うＪＡＳ規格及び品質表

示基準の改正案についての意見・情報の募集 

（集計中） 

 20. 2.13
～20. 3.13 

牛海綿状脳症に関する特定家畜伝染病防疫指針の一部変更

案についての意見・情報の募集 

（集計中） 

 20. 2.21
～20. 3.21 

「飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部改

正案」についての意見・情報の募集 

０件 

 20. 2.21
～20. 3.21 

飼料の安全性評価基準及び評価手続案についての意見・情報

の募集 

２件 

 20. 2.21
～20. 3.21 

飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律施行規則

の一部改正案についての意見・情報の募集 

０件 

 20. 3. 1
～20. 3.30 

動物用生及び不活化ワクチンの対象動物に対する安全性試

験ガイドライン案についての意見・情報の募集 

（集計中） 

 20. 3. 5
～20. 4. 3 

植物防疫法施行規則の一部改正等（イスラエル産レモン生果

実及びマレーシア産マンゴウ生果実の輸入解禁）についての

意見・情報の募集 

（集計中） 

 20. 3.19
～20. 4.17 

動物用生物学的製剤基準の一部改正案についての意見・情報

の募集 

（募集中） 

 20. 3.25
～20. 4.23 

遺伝子組換え生物等の第一種使用規程の承認申請案件に対

する意見・情報の募集 

（募集中） 

 20. 3.27
～20. 4.25 

植物防疫法施行規則の一部改正案に係る意見・情報の募集（

輸入禁止品の輸入許可のための用途の追加） 

（募集中） 

 20. 3.27
～20. 4.25 

動物用医薬品の使用の規制に関する省令の一部改正案につ

いての意見・情報の募集 

（募集中） 

 20. 3.27
～20. 4.25 

動物用医薬品等取締規則の一部改正案についての意見・情報

の募集 

（募集中） 



 

 

 20. 3.27
～20. 4.25 

動物用抗生物質医薬品基準の一部改正案についての意見・情

報の募集 

（募集中） 

 

３ 情報の発信 

ホームページやメールマガジンを通じた情報提供 

■ホームページのサイト「消費・安全」 

URL：http://www.maff.go.jp/j/syouan/index.html 
 

■メールマガジン「食品安全エクスプレス」 

URL：http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html 
食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省の食品の安全に関する情報を毎日発信  
配信数：15,049 通（3月 31 日現在） 


